
プレスリリース  

関係府省からプラットフォーム事業者等各社への「新型コロナウ

イルス感染症の感染拡⼤防⽌に資する統計データ等の提供」要請

に対する対応⽅針

ヤフー株式会社は3⽉31⽇、内閣官房IT総合戦略室、内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推

進室、総務省、厚⽣労働省、経済産業省（以下、関係府省）より「新型コロナウイルス感染症の

感染拡⼤防⽌に資する統計データ等の提供について」の要請（※1）を受けました。

ヤフーでは、国⺠の⽣命が危険にさらされている現下の事態の深刻さに鑑み、外部有識者

（※2）のアドバイスを踏まえ、本要請については、以下の事項を内容とする協定書を結びプロ

セスの透明性を確保することを前提に協⼒してまいります。

また提供する場合は、お客さまのプライバシー等を⼗分に保護したうえで、ヤフー内でビッグデ

ータを解析・処理した分析結果（集団の傾向を⽰す統計データなど）の形とし、分析対象とする

ビッグデータの種類について事前にお客さま向けのお知らせで伝え、お客さまのご意向も確認し

てまいります。

【関係府省からの要請内容】

・新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤防⽌に資するデータの政府への提供

・法令上の個⼈情報には該当しない統計情報等のデータに限る

・政府内の新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤防⽌の担当部署で、新型コロナウイルス感染症

の感染拡⼤防⽌の⽬的に限り、利⽤することとし、当該部署における取組が終了次第、速やかに

消去する

・今後必要となった場合には、データの提供を追加的に要請する可能性があり、個⼈情報保護法

の例外規定による提供を想定している

【協定内容に含める項⽬】

・上記要請の対象は「統計情報等」であるが統計データに限るものとし、統計データの作成⽅法

は事前に公表する

・提供する統計データの利⽤⽬的を明確に限定し、かつ、当該⽬的の範囲内で利⽤することが担

保されること

・提供する統計データについては当社のプライバシー有識者会議のアドバイスを踏まえた任意の

協⼒として⾏うものであり、当社が任意に統計データの提供を中⽌できること

・提供した統計データがどのような形で政府による新型コロナウイルス感染症対策に利⽤された

かを含めた有効性について⼀定期間後にフィードバックがなされること

ヤフーは、お客さまがYahoo! JAPANのサービスをご利⽤いただくことで⽣まれたデータは、

お客さまのものであり、お客さまの“プライバシーを尊重する”ことに加えて、その“プライバシー

に関わる情報を不正なアクセスなどから守る”ことがヤフーの使命である、と考えています。ヤ

フーは、お客さまのプライバシー等を⼗分に保護したうえで、ビッグデータの⼒が新型コロナウ

イルス感染症の感染拡⼤防⽌策に貢献できる⽅法がないか、検討を進めてまいります。
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ヤフーでは、本件要請に関し、引き続きお客さまのプライバシーへの影響等について慎重に検討

してまいります。今後、政府から、追加的に統計データ以外の情報提供の要請があった場合に

は、直ちに応じることなく対応について改めて検討いたします。検討内容について提供前に公表

いたします。

なお、当社は本件に限らず、新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤防⽌等のために、さまざまな

取り組みを⾏っております。

■新型コロナウイルス感染症に関するYahoo! JAPANからの情報提供について

■Yahoo!きっず、臨時休校の要請に伴い、⼩学1年⽣から6年⽣の ⾃宅学習を⽀援する「ヤフー

きっず おうち学校」を開設

■緊急対応アライアンス「SEMA」の クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」下船後の乗務員

に対する⽀援について

■ヤフーのeコマースサービスにおけるマスクの取り扱いについて

※1：新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤防⽌に資する統計データ等の提供の要請について

（経済産業省）（外部リンク）

※2：プライバシーに関するアドバイザリーボード


